
今
見
え
て
み
ろ
彗
星
に
つ
い
て

山

本

一

清

275

　
今
年
は
割
合
に
多
く
の
週
期
彗
星
が
出
現
す
る
筈
で
、
黒
米
の
天
文

雑
誌
に
は
学
芸
の
出
現
位
置
豫
報
や
、
軌
道
要
素
な
フ
ご
が
少
な
か
ら
ず

現
は
れ
て
る
る
。
i
t
そ
う
し
た
矢
先
き
、
去
る
三
月
宋
か
ら
四
月
始

め
へ
か
け
て
三
つ
の
彗
星
が
相
前
後
し
て
管
見
さ
れ
、
そ
れ
等
の
軌
道

計
算
か
ら
，
此
の
三
つ
は
何
れ
も
豫
期
さ
れ
て
み
る
週
期
以
外
の
も
の

で
あ
る
こ
一
こ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
、
や
は
り
今
後
の
彗
星
界
に
望

み
は
多
い
、
六
月
始
め
に
至
っ
て
，
第
四
の
彗
星
が
あ
り
、
之
れ
は
待

た
れ
て
み
た
テ
ム
ペ
ル
第
二
週
期
星
－
こ
知
れ
た
。
掌
れ
が
豫
期
さ
れ
て

み
た
彗
星
の
最
初
の
出
現
で
あ
る
。
一
1
か
う
し
て
、
今
、
天
に
は
四

つ
の
彗
星
が
同
時
に
浸
後
の
天
室
を
賑
は
し
て
み
る
Q

　
今
年
の
最
初
の
彗
星
は
G
シ
ヤ
イ
ン
氏
が
嚢
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
天
文
電
報
中
央
局
か
ら
世
界

各
地
へ
伽
襲
迭
せ
・
ら
、
れ
た
辟
弔
文
が

　
　
シ
ヤ
イ
ン
彗
星
シ
ヨ
ル
十
一
等
三
月
二
十
三
日
二
十
．
三
時
二
十
四
分
六
ベ
ル

　
　
グ
ド
ル
フ
赤
経
百
七
十
六
度
五
十
七
分
十
三
秒
北
極
距
離
八
十
八
度
十
六
分

　
　
十
一
秒
｛
母
n
ロ
西
へ
三
十
一
分
北
へ
五
分
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
獲

ε
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
其
の
意
味
は
、
シ
ャ
イ
ン
彗
星
を
シ
ヨ
ル
氏
が

観
測
し
た
の
か
、
又
は
、
か
ね
て
豫
期
さ
れ
て
み
る
シ
ヨ
ル
彗
星
を
シ

ヤ
イ
ン
が
登
劃
し
た
の
か
、
何
れ
に
し
て
も
電
文
に
あ
る
星
の
経
緯
度

は
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
ゲ
ド
ル
フ
（
ハ
ム
ブ
ル
グ
郊
外
）
で
観
た
位
置
で
あ
る

こ
ε
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
差
し
當
っ
て
や
る
各
地
で
の
観
測
に
は
差

支
へ
な
い
や
う
な
も
の
』
、
獲
見
や
初
観
測
の
責
任
者
が
明
瞭
で
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
世
界
各
地
で
は
此
の
電
文
を
い
ろ
く
に
解
下
し

・
中
に
は
、
シ
ヨ
ル
彗
星
を
シ
ヤ
イ
ン
ε
い
ふ
人
が
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
で
嚢

喫
し
た
の
だ
ε
、
ま
こ
ε
し
ゃ
か
に
傳
へ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ミ
こ
ろ

が
此
頃
に
な
っ
て
、
本
家
の
事
は
明
ら
か
に
分
っ
て
來
た
。
ー
ー
そ
れ
は

吾
が
「
天
界
」
第
五
十
二
號
の
第
一
五
四
頁
に
書
い
た
通
り
で
あ
っ
た
。

　
シ
ヤ
イ
ン
ミ
い
ふ
天
文
家
の
名
は
可
な
り
以
前
か
ら
ロ
シ
ヤ
の
天
文

墨
界
に
聞
え
て
み
る
。
近
頃
ま
で
は
ベ
ル
リ
ン
や
プ
ル
コ
ブ
の
天
文
皇

あ
た
り
で
多
く
は
理
論
的
研
究
を
や
っ
て
み
た
人
で
あ
る
か
ら
、
ε
て

も
彗
星
を
嚢
諾
す
る
や
う
な
柄
の
人
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
實
は
自
分

も
電
文
を
寒
九
最
初
か
ら
去
れ
が
以
前
か
ら
聞
い
て
み
る
シ
ヤ
イ
ン
氏

一
二
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で
あ
る
の
か
否
か
疑
は
し
か
っ
た
。
同
名
異
人
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
ε
も
思
っ
た
。
し
か
る
に
最
近
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
の
ス
ト
ル
ー

ゴ
氏
ヘ
シ
ヤ
イ
ン
氏
が
途
つ
た
手
紙
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
ー
ミ

誌
に
嚢
表
さ
れ
て
、
始
め
て
，
之
れ
が
、
や
は
り
既
に
名
の
知
れ
た
シ

ヤ
イ
ン
’
氏
で
あ
り
，
近
頃
プ
ル
コ
ワ
天
文
皇
か
ら
、
ク
リ
ミ
ア
牟
島
中

の
シ
メ
イ
ス
天
文
皇
へ
韓
じ
た
ε
い
ふ
こ
ε
も
判
明
し
た
．

　
シ
メ
イ
ス
天
文
皇
は
，
自
分
が
滞
米
中
、
右
の
ス
ト
ル
ー
ゴ
君
か
ら

聞
い
た
ミ
こ
ろ
に
嫁
る
一
こ
、
井
リ
ァ
ム
ス
・
べ
1
見
た
い
な
扁
寒
村
で

あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
プ
ル
コ
ブ
中
央
天
丈
皇
が
元
來
北
緯
五
十
九
度
ε

い
ふ
北
地
に
あ
る
の
で
、
南
天
の
観
測
が
出
來
す
、
其
れ
を
補
ふ
た
め

に
、
此
の
シ
メ
イ
ス
が
撰
定
さ
れ
。
一
九
〇
八
年
頃
、
N
マ
ル
ト
ソ
フ

氏
の
寄
附
金
で
設
立
さ
れ
た
天
文
皇
で
あ
っ
て
、
名
義
は
始
め
か
ら
ブ

ル
コ
ワ
の
出
張
所
－
こ
な
っ
て
み
る
。
創
立
當
時
か
ら
s
－
ベ
リ
ヤ
ゥ
ス

キ
氏
が
日
長
で
、
圭
ε
し
て
十
ニ
セ
ン
チ
の
爲
眞
当
課
鏡
に
よ
り
、
小

遊
星
の
襯
測
が
行
は
れ
て
る
る
。
ロ
シ
ア
中
で
も
最
も
好
く
活
動
す
る

天
文
毫
の
一
つ
で
あ
る
。
昨
年
、
英
國
の
グ
ラ
ブ
會
杜
か
ら
新
作
の
百

セ
ン
チ
反
射
望
遽
鏡
が
買
ひ
込
ま
れ
た
こ
ε
は
既
に
「
天
界
」
第
三
十
二

號
に
も
書
い
た
所
で
あ
る
が
、
之
れ
は
今
据
え
付
け
の
最
中
で
あ
る
ε

い
ふ
。

　
さ
て
，
シ
ヤ
イ
ン
氏
は
最
近
プ
ル
コ
ワ
か
ら
シ
メ
イ
ス
へ
韓
任
し
た

入
で
あ
る
が
、
こ
、
で
最
初
に
外
書
観
測
を
や
り
始
め
た
事
情
に
つ
い

て
、
ス
ト
ル
ー
ゴ
君
に
且
つ
た
手
紙
を
一
部
こ
Σ
に
繹
出
し
て
見
る
ざ

ご
二

　
　
「
シ
メ
イ
ス
に
來
て
最
初
の
四
夜
に
曇
り
で
し
糞
。
第
五
夜
も
夜
型
に
な
つ

　
て
突
然
晴
れ
れ
の
で
す
が
、
私
記
別
に
其
の
時
、
観
測
筑
前
で
に
あ
り
ま
ぜ

　
ん
で
し
雲
け
れ
ご
、
ふ
定
、
例
の
爲
眞
望
遠
鏡
で
何
か
や
っ
て
見
や
う
定
思

　
ひ
ま
し
歪
。
何
心
な
く
私
に
赤
経
＋
二
時
0
分
、
赤
緯
O
度
○
分
ε
い
ふ
貼

　
に
器
械
た
向
け
、
メ
｝
カ
ー
フ
法
で
之
れ
た
蓮
韓
し
決
し
六
（
山
本
日
く
、

　
メ
ト
カ
ー
フ
法
ぜ
に
、
小
遊
星
観
測
上
、
チ
ル
フ
の
方
法
（
「
天
界
」
第
二
號

　
第
二
十
頁
た
見
ら
れ
よ
）
為
メ
ト
カ
ー
フ
が
改
良
し
雲
の
で
、
帥
ち
、
篇
眞

　
望
四
鏡
為
恒
星
の
蓮
動
に
合
に
ぜ
ろ
代
り
に
、
小
遊
星
大
ち
の
二
二
運
動
に

　
合
に
ぜ
る
こ
定
に
す
る
の
で
あ
る
Q
す
る
亡
、
恒
星
に
皆
線
ミ
な
っ
て
爲
る

　
け
れ
ご
、
小
遊
星
に
一
望
書
な
り
、
從
っ
て
、
非
常
に
微
光
の
星
ま
で
も
撮

　
影
が
出
煎
る
利
釜
が
あ
る
Q
）
ぜ
こ
ろ
、
器
械
に
慣
れ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

　
私
ば
接
眼
部
な
間
違
づ
大
方
に
動
か
し
ま
し
れ
。
そ
江
で
、
縫
て
の
小
遊
星

　
ば
誓
通
の
恒
星
の
共
著
の
二
倍
の
長
さ
に
出
力
筈
で
あ
り
ま
す
Q
私
に
腐
翼

　
板
た
現
像
し
て
か
ら
後
に
此
の
失
敗
に
氣
が
付
き
、
從
っ
て
、
そ
の
、
ち
此

　
　
の
種
板
た
注
意
深
く
検
査
し
て
見
る
こ
宣
も
し
ま
ぜ
ん
で
し
六
〇
し
か
し
、

　
　
そ
れ
で
も
此
の
爲
眞
に
に
二
つ
の
小
遊
星
ー
エ
コ
ー
亡
り
ベ
ラ
ト
リ
㌻
ス

　
　
電
i
が
爲
っ
て
ゐ
ま
し
六
Q
そ
れ
に
、
街
一
つ
、
私
は
十
一
等
ぐ
ら
み
の

　
　
天
膿
が
爲
っ
て
み
る
の
准
知
り
ま
し
染
が
、
之
れ
が
、
あ
ミ
で
薄
星
だ
ぜ
わ

　
　
か
つ
六
も
の
で
し
六
。
此
の
天
謹
に
一
日
に
三
十
分
ほ
こ
も
動
い
て
み
て
、

　
　
丁
度
、
衝
に
あ
る
小
遊
星
な
ご
の
約
二
倍
の
速
さ
で
あ
り
ま
す
。
若
し
私
が

　
　
間
違
つ
六
蓮
韓
た
し
ま
ぜ
ん
で
し
六
ら
、
此
の
彗
星
の
線
條
に
菩
通
の
恒
星

　
　
の
線
條
定
同
じ
長
さ
に
爲
虞
に
現
に
れ
、
持
っ
て
、
私
匡
ぎ
つ
定
之
れ
定
慎

　
　
星
ビ
か
匠
別
し
得
な
か
つ
六
で
ぜ
う
。
（
後
略
）
し

か
う
し
て
、
不
思
議
な
事
情
の
下
に
批
の
星
が
襲
見
さ
れ
牝
の
で
あ
る
。
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下
れ
は
去
る
三
月
二
十
二
日
の
早
朝
で
あ
っ
た
、
す
ぐ
管
長
ベ
リ
ヤ
ゥ

ス
キ
氏
か
ら
キ
ー
ル
に
左
の
電
報
が
途
ら
れ
た
。

　
　
「
彗
星
か
急
遽
の
小
遊
星
か
、
シ
ヤ
イ
ン
獲
見
、
三
月
二
十
二
日
二
時
三
十

　
二
分
シ
メ
イ
ス
に
て
赤
経
十
一
暗
五
・
†
一
分
ご
十
秒
、
赤
緯
北
一
度
三
十
四

　
分
、
十
等
牛
、
　
毎
日
三
十
分
づ
、
聖
君
す
」

ε
こ
ろ
が
此
の
電
文
に
不
明
の
個
所
が
あ
っ
た
の
で
、
キ
ー
ル
中
央
局

で
は
直
ち
に
最
害
の
ハ
ム
ブ
ル
グ
・
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
天
文
毫
へ
電
話
を

か
け
て
此
の
星
の
捜
索
を
依
頼
し
、
ベ
ル
グ
ド
ル
フ
で
は
二
十
三
日
の

寝
果
し
て
断
れ
を
…
観
測
し
得
た
の
で
あ
る
ー
ー
之
れ
で
始
め
て
、
さ
き

に
出
し
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
電
報
の
意
味
が
明
瞭
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

　
し
か
る
に
、
こ
Σ
に
面
白
い
こ
マ
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

の
天
文
塁
長
コ
マ
ス
・
ソ
ラ
ー
氏
が
、
、
右
の
事
情
は
知
ら
す
に
、
同
じ

三
月
二
十
三
日
の
夜
撮
っ
た
爲
昼
中
に
此
の
彗
星
を
登
要
し
た
こ
ミ
で

あ
る
。
此
の
篤
眞
は
二
＋
三
日
二
十
三
時
五
＋
分
（
グ
リ
ン
井
チ
時
刻
）

に
撮
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
夜
師
ち
二
十
四
白
午
前
三
時
に
撮
っ
た

今
一
枚
の
爲
眞
は
、
生
憎
、
此
の
問
題
の
星
の
爲
っ
て
み
る
所
に
創
が

あ
っ
て
、
從
っ
て
彗
星
の
確
謹
が
す
ぐ
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
翌
夜

は
雨
。
二
十
五
日
の
日
，
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
の
電
報
が
到
着
し
、

ベ
ル
グ
ド
ル
フ
で
の
観
測
位
置
－
こ
照
ら
し
合
せ
て
、
留
れ
が
全
く
自
ら

二
十
三
日
の
夜
に
見
つ
け
た
も
の
ε
同
一
な
も
の
で
あ
る
こ
ε
が
明
ら

か
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
か
う
し
た
事
情
で
あ
る
か
ら
、
此
の
彗
星
は
、
學
界
の
慣
例
に
よ
り

二
人
の
襲
見
者
の
名
を
取
っ
て
、
シ
ヤ
イ
ン
・
コ
マ
ス
ソ
ラ
ー
彗
星
ぐ
」

呼
ば
れ
、
又
。
本
年
最
初
の
彗
星
で
あ
る
か
ら
一
露
望
ミ
い
ふ
符
號
で

郡
載
さ
れ
る
こ
噛
こ
に
な
っ
た
。

　
彗
星
は
、
三
回
の
観
測
が
出
來
さ
へ
す
れ
ば
、
そ
れ
を
基
・
こ
し
て
、

単
物
線
軌
道
の
要
素
を
計
算
す
る
の
が
學
界
一
般
の
慣
は
し
に
な
っ
て

み
る
。
シ
ヤ
イ
ン
彗
星
の
場
合
に
も
、
世
界
各
地
に
み
る
天
文
家
た
ち

は
、
三
回
の
観
測
結
果
が
手
に
入
る
を
待
ち
か
ね
て
、
早
遽
、
樋
物
線

軌
道
要
素
を
計
算
し
始
め
た
。
躍
に
数
理
上
の
憩
流
の
み
か
ら
言
へ
ば

軌
道
計
算
に
用
ゐ
ら
れ
る
三
回
の
観
測
は
何
時
の
も
の
で
も
好
い
わ
け

で
あ
る
が
、
何
分
に
も
、
大
き
な
軌
道
の
上
を
蓮
行
ず
る
彗
星
で
あ
る

か
ら
、
成
る
べ
く
な
ら
ば
、
三
回
相
互
に
黒
い
間
隔
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
さ

確
か
な
音
物
線
形
を
得
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
極
端
に
不
便
な
例
を
取

っ
て
見
る
に
、
例
へ
ば
昨
日
ε
今
日
ご
明
日
ミ
言
っ
た
や
う
な
、
三
日

蓮
綾
的
に
行
は
れ
た
観
測
か
ら
は
、
其
の
観
測
に
誤
り
が
無
け
れ
ば
、

や
は
り
、
立
撃
な
軌
道
を
算
出
し
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
け
れ
さ
、
観
測

に
は
全
く
誤
差
が
無
い
ε
は
言
へ
な
い
し
、
叉
、
侮
回
の
観
測
が
、
恒

星
の
観
測
の
場
合
ほ
さ
精
密
に
行
へ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら

計
算
の
材
料
が
既
に
不
充
分
で
あ
る
。
大
ざ
つ
ば
な
こ
一
こ
を
言
へ
ば
、

彗
星
が
三
日
間
に
通
過
し
た
短
距
離
な
さ
は
、
見
や
う
に
よ
っ
て
は
、

直
線
ε
も
見
え
，
圓
－
こ
も
見
え
、
其
他
い
ろ
く
な
形
の
一
部
，
こ
も
見

れ
ば
見
え
る
に
止
ま
り
、
果
し
て
之
れ
が
黒
物
線
以
外
の
も
の
で
な
い

二
三
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ε
い
ふ
こ
ε
は
飴
程
の
熱
血
家
で
も
殆
ん
さ
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
、

か
う
し
た
不
充
分
な
材
料
か
ら
計
算
さ
れ
る
最
初
の
頃
の
軌
道
要
素
に

は
餓
り
大
し
た
信
用
が
置
き
難
い
。
連
れ
に
反
し
て
観
測
日
の
間
隔
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
曹
，
そ
れ
か
ら
計
算
し
た
彗
星
軌
道
は
確
か
な

も
の
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
．
る
。
ー
ー
か
う
し
た
事
情
で
あ
る
に
拘
ら
す

多
く
の
塵
者
た
ち
が
競
っ
て
早
く
軌
道
を
計
算
し
た
が
る
の
は
、
全
く

其
の
観
測
上
の
差
し
せ
ま
っ
た
必
要
か
ら
で
あ
る
こ
一
こ
は
、
自
分
が
今

ま
で
に
も
何
度
ε
な
く
書
い
た
通
り
で
あ
る
。
一
週
間
も
観
測
が
途

切
れ
」
ば
、
彗
星
や
小
遊
星
は
全
く
其
の
行
方
を
失
っ
て
了
う
こ
ε
に

も
な
る
の
で
、
取
り
あ
へ
す
、
大
難
の
軌
道
で
も
計
算
し
て
、
近
い
將

來
の
位
置
を
大
略
豫
註
し
た
い
希
望
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ε
に
か
く
、
シ
ヤ
イ
ン
彗
星
の
軌
道
が
各
地
で
計
算
さ
れ
、
そ
れ
が

自
分
の
手
に
集
ま
っ
て
來
た
順
に
留
れ
を
並
べ
て
見
る
ミ
、
第
一
表
の

通
り
ミ
な
る
。

軌
道
計
算
者

プ
　
ソ
　
ス
　
コ
　
ト

フ
エ
ア
フ
イ
ル
ド

ク
　
ロ
　
ム
　
メ
　
リ
　
ン

コ
　
　
瀞
　
　
ツ
　
　
ト

コ
　
瀞
　
ル
　
玉
（
改
）

コ
　
ボ
　
ル
　
ト
（
再
改
）

グ
ロ
ム
メ
”
ン
（
改
）

コ
　
マ
　
汚
　
ソ
　
ラ
　
ー

マ
　
　
一
　
　
ト
　
　
　
ン

カ
　
　
　
ス
　
　
タ
　
　
下

コ
　
マ
　
ス
ソ
ラ
ー
（
改
）

観
測
の
日
単

三
三
三
、
二
六
、
二
八
、

同
ご
三
、
二
六
、
ご
へ

三
月
養
、
二
四
、
孟
、

三
月
一
西
、
毛
、
冒
＝
、

三
月
ご
四
、
一
四
月
充
、

三
月
一
三
、
i
四
月
西
、

三
月
三
筥
、
毛
、
三
〇
、

五
月
三
、
ま
で

三
月
髭
、
四
月
三
三
四
b

一ご

雌
�
O
b
四
月
三
、
圭
、

近
日
貼
通
過

　
　
月
　
回
日

本
年
九
モ
・
三
七

明
年
一
一
三
・
三
八
λ

本
年
±

昨
年
士

明
年
一

本
年
九

本
年
八

本
年
三

本
高
力

本
年
九

苧
央

七
・
九
四
三

七
・
発
証

一
λ
凸
叢

六
ゐ
X

五
。
実
ハ

四
・
誓
毛
九

六
・
曼
空

本
年
八
ゴ
七
・
四
七
巽

近
日
鮎
の
引
数

度
分
　
三

二
〇
七
　
三
（
　
1
・

雌
七
九
　
四
三
　
　
一

一
ご
六
　
三
証
　
三
〇

三
三
　
出
六
　
一
二

碁
ご
晶
　
三
西
　
三
九

一
d
四
　
職
一
　
猷
八

二
〇
〇
　
三
一
　
一
〇

一
七
由
ハ
　
四
二
　
呂
O

一
6
凪
　
充
　
八

呂
O
正
　
　
三
八
　
　
三
〇

き
昌
毫
昊

昇
交
矧
の
黄
経

三
豊
七三

毫

分
　
秒

三
〇
　
1

四
七
　
六

釜
七
三
〇
三
…
ハ

寛
喜

二
藍

繭
　
六

…
二
　
鳳
二

髭
七
　
二
九
　
ズ

三
職
七
　
一
己
　
一
ご

三
凪
七
　
一
基
　
　
O

話
毫
　
二
九
　
四
〇

曽
証
七
　
一
畳
　
一
冠

蚤
七
　
一
基
　
出
七

軌
道
面
の
傾
斜

度
　
分
　
秒

茜
六
　
ご
（
　
一

三
六
　
二
三
　
四
三

西
六
　
六
下

豊
　
翼
　
O

西
四
　
蚤
　
翌

西
里
四
六
異

西
六
藍
四
七

茜
七
　
三
　
八

一四

Z
　
四
三
　
　
七

茜
六
四
二
　
一

門
穴
　
四
七
　
六

近
日
黙
距
離

　
天
文
輩
位

四
二
四
二

一
・
六
巴

早
戸
暴
置

O
・
一
三
雪
三

曽
マ
豊
巻

四
二
窒
ハ
ニ

四
・
ゴ
杢
四
八

四
・
晃
晃

四
・
X
霊
五

四
・
天
量
ご
二

四
。
二
〇
免
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此
の
第
一
表
は
い
ろ
く
の
事
を
吾
々
に
教
へ
る
。
ま
つ
五
種
類
の

軌
道
要
素
の
中
で
、
何
れ
が
最
も
決
定
し
易
く
、
叉
、
何
が
最
も
決
定

に
困
難
な
も
の
で
あ
る
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
（
勿
論
、
常
に
此
の
通

り
ε
は
言
ひ
か
ね
る
。
軌
道
の
都
合
に
よ
っ
て
、
決
定
の
難
易
は
違
ふ

こ
一
こ
も
稀
に
は
あ
る
の
だ
か
ら
。
）
之
れ
で
見
る
¶
こ
、
昇
交
鮎
の
黄
経
は

比
較
的
に
皆
よ
く
一
致
し
て
み
る
。
次
ぎ
に
、
或
る
一
二
例
を
除
け
ば

軌
道
面
の
傾
斜
角
や
。
近
日
難
の
引
撒
な
さ
も
可
な
り
揃
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

重
れ
に
反
し
、
近
日
黙
通
過
の
日
附
は
全
く
ま
ち
ノ
、
で
あ
っ
て
、
極

端
は
一
九
二
四
年
十
一
月
か
ら
一
九
二
六
年
一
月
に
及
ん
で
み
る
。
し

か
し
、
か
う
し
た
極
端
例
は
、
用
み
た
観
測
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
叉

は
間
隔
が
鋏
か
つ
た
り
す
る
結
果
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
、
お
そ
く
登
表

さ
れ
る
も
の
程
、
学
士
の
違
ひ
は
少
な
く
な
っ
て
行
く
。
右
の
表
の
中

で
は
グ
リ
ン
井
チ
天
文
皇
の
マ
ー
ト
ン
氏
の
も
の
ミ
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア

大
鳥
の
カ
ス
タ
ー
氏
の
も
の
§
か
、
相
互
の
一
致
も
近
く
、
叉
、
最
も

信
用
し
得
る
も
の
ざ
思
は
れ
る
。

　
此
の
彗
星
の
軌
道
の
特
徴
は
．
其
の
近
日
鮎
距
離
の
遽
い
こ
ε
で
あ

る
。
四
・
一
八
天
文
読
響
ε
い
へ
ば
太
陽
か
ら
殆
ん
曹
木
星
に
近
い
距

離
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
．
地
球
へ
も
二
・
九
二
叩
卑
位
ま
で
し
か
近
づ
い

て
來
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
十
等
内
外
に
見
え
☆
り
し
た
の
で
あ
る

か
ら
，
實
際
の
光
輝
は
非
常
に
張
く
、
若
し
与
れ
が
普
通
の
彗
星
の
如

く
地
球
や
太
陽
に
近
づ
い
た
な
ら
ば
、
少
な
く
三
等
か
四
等
級
の
も
の

ぐ
」
し
て
、
一
般
人
士
の
評
判
に
上
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
近
日
鮎
距
離
が
大
き
い
か
ら
、
從
っ
て
蓮
動
は
曇
る
い
。
そ
れ
で
，

軌
道
計
算
の
結
果
も
相
互
に
一
致
し
難
い
事
が
設
明
窓
出
る
わ
け
で
あ

る
。
い
か
な
る
彗
星
軌
道
で
も
最
初
の
計
算
は
可
な
り
異
同
が
あ
る
の

で
あ
．
る
が
、
し
か
し
右
の
第
一
表
に
見
る
や
う
な
甚
だ
し
い
不
↓
致
は

珍
ら
し
い
不
一
致
で
あ
る
。

　
今
ま
で
近
日
貼
の
蓮
い
彗
星
軌
道
も
可
な
り
あ
っ
た
け
れ
曹
、
レ
コ

ー
ド
こ
し
て
は
、

　
　
　
一
七
二
九
年
の
彗
星
が
　
　
　
　
　
四
・
〇
五
　
　
　
天
紅
軍
位

　
　
　
一
九
一
四
年
の
第
三
彗
星
が
　
　
　
　
三
。
七
四

－
こ
あ
る
ば
か
り
。
故
に
今
度
の
シ
ヤ
イ
ン
星
は
近
日
黙
距
離
の
遠
い
瓢

に
於
い
て
前
代
未
聞
ε
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
此
の
シ
ヤ
イ
ン
彗
星
は
識
見
當
時
十
等
雫
で
あ
っ
た
が
、
其
の
後
、

太
陽
に
は
近
づ
い
て
行
く
け
れ
，
ご
、
地
球
か
ら
は
遽
ざ
か
っ
て
行
く
か

ら
、
光
度
は
徐
々
に
減
じ
て
行
き
，
七
月
宋
に
は
十
嚇
等
、
八
月
末
に

は
十
一
等
牛
ぐ
ら
み
に
な
る
だ
ろ
う
。
得
れ
S
同
時
に
天
際
上
の
位
置

も
徐
々
こ
攣
移
し
て
み
る
。
卑
見
當
時
は
乙
女
座
の
べ
星
に
近
い
所
を

西
行
し
て
み
た
が
、
其
の
後
、
ま
も
な
く
獅
子
座
に
入
り
、
五
月
か
ら

は
六
分
儀
座
の
北
端
を
動
い
て
み
る
。
今
後
は
，
七
月
中
、
留
ε
な
っ

て
，
少
し
づ
Σ
南
方
に
下
り
、
八
月
か
ら
は
全
く
の
順
行
星
に
な
っ
て

了
う
筈
で
あ
る
。
八
月
九
月
爾
月
中
は
太
．
陽
が
近
く
て
観
測
が
困
難
で

あ
る
が
、
秋
に
は
叉
見
易
く
な
る
だ
ろ
う
。

二
五
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シ
ヤ
イ
ン
が
彗
星
を
登
透
し
た
翌
々
日
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
に
み
る
W
・
リ
ー
ド
氏
が
叉
一
つ
蓮
つ
た
彗
星
を
獲
見
し
た
。
當

時
此
の
星
は
ス
ピ
カ
星
の
南
方
約
十
度
、
乙
女
座
ε
海
蛇
座
ε
の
境
界

あ
た
り
を
南
西
方
向
に
蓮
行
し
て
み
た
が
、
其
の
後
も
大
禮
同
じ
方
向

へ
動
き
、
六
月
に
は
セ
ン
タ
ゥ
ル
座
に
入
る
ε
共
に
、
逆
行
か
ら
順
行

に
輻
す
る
叢
書
で
暫
く
南
へ
走
っ
た
。
七
月
か
ら
は
東
行
が
著
し
く
な

る
ε
共
に
緯
度
も
低
く
な
っ
て
行
く
σ
し
か
し
、
九
月
頃
に
な
っ
て
も

南
緯
五
十
五
度
を
越
え
る
こ
一
こ
が
な
い
か
ら
、
理
屈
か
ら
言
へ
ば
日
本

内
地
か
ら
も
充
分
見
え
る
雲
雨
で
あ
り
、
光
り
も
八
九
等
ぐ
ら
ゐ
で
、

急
に
減
じ
な
い
か
ら
、
見
易
い
筈
な
の
だ
。
か
、
や
は
り
太
陽
の
光
が
迫

っ
て
見
る
の
で
夏
期
中
の
観
測
は
殆
ん
，
ご
絶
望
に
な
る
。

　
此
の
リ
ー
ド
彗
星
に
つ
い
て
も
、
例
に
よ
り
多
く
の
入
寺
が
軌
道
を

計
算
し
た
中
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
み
る
マ
ク
ス
エ
ル
氏
か
四
月
七

日
迄
の
観
測
結
果
か
ら
週
期
八
十
一
年
鯨
ε
い
ふ
血
清
軌
道
を
算
出
し

た
り
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
点
れ
は
可
な
り
怪
し
い
。
現
に
最
近
同
氏

が
ま
た
嚢
表
し
た
結
果
に
よ
る
ε
、

槻
測
日
付
匡

近
日
黙
通
過
の
日
に

近
日
黙
引
数
に

昇
交
貼
の
黄
経
ば

軌
遣
面
の
傾
斜
角
匡

近
日
鮎
距
離
に

四
月
エ
ハ
日
、
二
十
四
口
昌
、
及
び
五
口
〃
二
日

本
年
七
月
一
ご
十
日
0
曲
円
十
畔
八
分
山
ハ

ニ
五
八
度
五
八
分
一
二
。
入
秒

　
　
山
ハ
度
　
　
入
分
一
七
。
七
秒

　
二
七
度
目
〕
分
＝
子
五
秒

　
一
・
六
四
〇
五
五
軍
位

二
六

ε
い
ふ
黒
物
線
の
軌
道
に
改
め
て
み
る
。

京
都
大
學
天
文
皇
で
は
去
る
四
月
卜
日
に
此
の
星
を
観
測
し
始
め
，

其
の
後
，
山
本
上
田
爾
今
が
主
に

つ
て
み
る
。

二
十
五
セ
ン
チ
鏡
で
爲
眞
観
測
を
や

　
第
三
彗
星
は
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ラ
カ
ゥ
大
壷
天
文
塁
の
L
・
オ
ル
キ

ス
氏
が
去
る
四
月
三
日
に
登
見
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
當
時
光
り
は
九

等
ミ
言
は
れ
、
ペ
ガ
ソ
ス
座
の
中
央
を
北
上
し
て
み
た
。
そ
の
う
ち
、

星
は
盆
々
北
上
し
、
四
月
末
に
は
カ
シ
オ
ペ
ア
座
に
入
り
、
六
月
上
旬

に
は
實
に
北
極
を
去
る
こ
ε
七
度
の
所
ま
で
進
み
、
そ
れ
か
ら
は
直
路

大
熊
座
を
南
済
し
て
み
る
。
一
時
は
、
双
眼
鏡
で
も
チ
ラ
S
見
え
牝
ほ

さ
の
光
度
に
も
な
っ
た
け
れ
，
ご
、
今
は
十
等
ぐ
ら
み
に
衰
へ
た
。

　
軌
道
は
、
や
は
り
，
い
ろ
ノ
、
畿
表
し
た
人
が
あ
る
が
、
糞
見
者
オ

ル
キ
ス
の
み
る
ク
ラ
カ
ゥ
天
文
皇
の
バ
ナ
キ
エ
井
ツ
館
長
が
可
な
り
念

入
り
に
研
究
し
た
も
の
が
最
近
手
に
入
っ
た
。
至
れ
に
よ
る
ミ
、

観
測
電
し
て
は

近
日
黙
通
過
が

近
日
黙
の
引
撒
が

昇
交
貼
の
黄
経
が

軌
道
面
の
傾
斜
が

近
日
黙
距
離
碇

四
月
三
日
か
ら
五
月
二
十
七
日
ま
で
の
も
の
々
用
ゐ
、

本
年
四
月
目
・
四
七
入
二
日
（
グ
リ
ヰ
チ
）

　
一
二
山
ハ
三
目
　
九
分
一
｝
工
秒
レ

三
一
入
度
　
三
分
一
　
秒

一
〇
〇
度
　
○
分
四
山
ハ
秒

　
　
一
・
一
〇
九
三
軍
位

ミ
な
っ
て
み
る
。
軌
道
面
の
傾
斜
角
が
直
角
に
近
い
も
の
だ
か
ら
．
此
の
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星
は
一
時
北
極
に
近
づ
い
た
ε
見
え
た
の
も
道
理
ざ
う
な
つ
か
れ
る
。

　
此
の
星
は
、
光
り
は
今
後
衰
へ
て
は
行
く
が
、
常
に
北
電
球
の
便
利

な
所
に
あ
る
た
め
、
可
な
り
長
く
観
測
さ
れ
る
だ
ら
う
。

　
京
都
で
は
四
月
末
日
二
軍
，
山
本
上
田
伊
藤
三
氏
に
よ
っ
て
観
測
が

行
は
れ
て
る
る
。

　
六
月
十
一
日
に
ド
イ
ツ
の
ス
ト
ペ
ε
い
ふ
人
が
テ
ン
ペ
ル
第
二
彗

星
を
夢
見
し
た
¶
こ
い
ふ
通
知
を
受
け
た
の
は
、
養
見
後
約
一
週
の
後
で

あ
っ
た
が
、
逸
早
く
京
都
で
は
自
分
が
二
十
一
日
の
夕
、
東
天
の
蛇
座

中
に
放
れ
を
見
付
け
、
其
の
後
天
氣
の
許
す
か
ぎ
り
二
十
五
セ
ン
チ
で

爲
眞
が
撮
ら
れ
て
あ
る
。
光
り
は
嚢
見
當
時
十
二
等
ε
い
ふ
通
知
で
あ

っ
た
が
，
二
十
一
日
に
は
十
等
く
ら
み
、
又
、
二
十
五
H
に
は
九
等
ぐ

ら
ゐ
で
，
意
想
外
に
光
輝
は
増
大
し
た
。
こ
の
分
で
は
可
な
り
便
利
に

観
測
が
今
後
も
綾
行
さ
れ
る
だ
ら
う
。

　
此
の
星
は
有
名
な
週
期
彗
星
で
あ
っ
て
、
最
初
に
は
イ
タ
リ
ー
の
ミ

ラ
ノ
天
文
台
の
テ
ム
ペ
ル
が
一
八
七
三
年
七
月
三
日
に
嚢
見
し
、
十
五

週
間
観
測
が
各
地
で
行
は
れ
て
、
週
期
五
年
ば
か
り
の
楕
圓
軌
道
を

持
つ
彗
星
で
あ
る
こ
ε
が
判
明
し
た
。
其
の
後
、
一
八
七
八
年
に
は
オ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
里
謡
さ
れ
に
。
そ
の
後
、
一
八
八
三
年
ミ
一
八
八
九

年
ミ
に
は
地
球
ε
の
關
係
が
不
便
で
素
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
八
九

四
年
ε
一
八
九
九
年
ε
に
は
智
見
さ
れ
た
。
し
か
し
此
う
し
た
二
号
侮

に
少
し
づ
Σ
光
輝
が
嚢
へ
て
行
く
や
う
に
思
は
れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
九

〇
四
年
、
帰
二
一
○
年
に
は
護
見
さ
れ
、
最
近
に
は
京
都
大
學
に
み
た

百
里
理
軍
士
が
一
九
二
〇
年
五
月
二
十
五
日
の
夜
十
八
日
目
チ
の
赤
道

儀
で
其
の
第
七
回
目
の
出
現
し
た
。
（
誉
れ
が
、
日
本
人
ε
し
て
彗
星
を

嚢
聾
し
た
第
二
回
目
で
あ
っ
た
。
ー
ー
第
一
回
は
一
九
一
九
．
年
の
佐
々

木
哲
夫
氏
が
京
都
の
十
セ
ン
チ
で
ブ
イ
ン
レ
ぞ
彗
星
を
謬
見
し
た
Q
）

　
か
う
し
て
此
の
テ
ム
ペ
ル
彗
星
の
出
現
は
幾
回
に
も
わ
た
り
、
從
っ

て
、
軌
道
の
こ
ε
を
可
な
り
よ
く
分
っ
て
る
る
。
さ
き
に
百
濟
氏
が
獲

饗
し
た
《
」
き
も
，
實
は
，
同
氏
が
営
め
出
現
位
置
を
計
算
し
て
、
果
し
て

其
の
計
算
通
り
の
所
に
登
寵
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
ん
曹
の
も
、
既

に
知
れ
て
み
る
軌
道
要
素
か
ら
、
大
英
天
文
協
會
の
雑
誌
に
は
本
年
度

出
現
の
位
置
が
算
出
さ
れ
、
捜
索
者
の
便
宜
に
備
へ
て
る
た
。
果
し
て

ス
ト
ベ
氏
が
早
見
し
た
此
の
星
の
位
置
は
右
の
大
英
協
會
の
豫
報
に
近

い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
英
協
會
の
善
報
に
用
ひ
た
軌
道
要
素
は

近
日
黙
通
過

近
日
鮎
引
数

昇
交
通
黄
経

軌
道
面
の
傾
斜

近
日
黙
距
離

離
心
角

週
期

一
九
二
五
年
入
月
九
日
「

　
一
八
六
度
三
五
分
　
入
秒

　
＝
一
〇
度
五
三
分
四
手
秒

　
二
一
度
四
三
分
四
八
秒

　
　
一
・
三
二
〇
五
三
位

　
三
三
度
五
四
分
二
一
秒

一
八
入
前
・
○
口

S
い
ふ
の
で
、
図
れ
は
百
要
理
學
士
が
一
九
二
〇
年
に
算
出
し
た
要
素

に
、
黄
道
歳
差
だ
け
を
補
正
し
た
値
で
あ
る
。
こ
ん
さ
の
嚢
見
か
ら
見

る
ミ
、
近
日
黙
は
八
月
七
・
五
日
に
通
過
す
る
ら
し
く
、
其
の
他
の
要

素
に
も
少
し
づ
、
改
め
る
べ
き
鮎
が
多
い
ら
し
い
。
（
七
月
十
日
記
す
）

二
七


